
主
観
的
違
法
論
と
現
象
学
的
刑
法
学

1
西
台
満
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
（
世
界
書
院
）
を
め
ぐ
っ
て
ー佐

　
藤
　
直
　
樹

一
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
刑
法
の
違
法
論
の
な
か
で
、
行
為
の
違
法
性
が
行
為
者
の
責
任
と
切
り
離
さ
れ
て
、
そ
の
前
に
独
立
に
判
断
さ
れ
る
の
が
い
わ
ゆ
る

　
　
　
客
観
的
違
法
論
（
客
観
的
違
法
性
論
）
で
あ
り
、
行
為
者
に
責
任
の
あ
る
行
為
で
な
け
れ
ば
違
法
と
は
い
え
な
い
と
い
う
の
が
、
い
わ

　
　
　
ゆ
る
主
観
的
違
法
論
（
主
観
的
違
法
性
論
）
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
戦
前
・
戦
後
を
つ
う
じ
て
圧
倒
的
に
客
観
的
違
法
論
が
支
持
さ
れ

　
　
　
て
き
た
（
↓
。

　
　
　
　
こ
の
客
観
的
違
法
論
の
基
礎
づ
け
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
る
メ
ツ
ガ
ー
は
、
法
に
は
「
評
価
規
範
」
し
て
の
側
面
と
「
決
定
規
範
」

　
　
　
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、
前
者
の
違
反
が
違
法
で
あ
り
、
後
者
の
違
反
が
責
任
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
評
価
規
範
違
反
と
し
て
の

　
　
　
違
法
は
、
一
定
の
事
態
が
法
の
理
念
と
客
観
的
に
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
行
為
者
の
能
力
と
は
無

　
　
　
関
係
に
判
断
さ
れ
る
と
し
た
（
、
）
。

　
　
　
　
こ
の
客
観
的
違
法
論
に
た
い
し
て
は
歴
史
的
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
「
風
や
天
候
す
ら
違
法
の
主
体
と
み
な
さ
ざ
る
を
え
な
く
な

　
1
3
@
　
る
」
（
、
）
と
い
う
批
判
が
主
観
的
違
法
論
の
側
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。
す
こ
し
考
え
て
み
れ
ば
わ
か
る
が
、
こ
の
風
や
天
候
も
人
間
に
と
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二

3
5
@
　
っ
て
「
違
法
」
と
な
る
と
い
う
事
態
は
奇
怪
で
あ
り
、
こ
の
批
判
は
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
日
常
的
感
覚
に
も
と
つ
い
て
い
る
と
い
え
る
。

1　
　
　
し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
批
判
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
、
圧
倒
的
な
客
観
的
違
法
論
の
優
位
の
も
と
で
、
と
く
に
わ
が

　
　
　
国
で
は
正
面
か
ら
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
西
台
満
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
い
ま
や
ま
っ
た
く
疑
う
余
地
の
な
い
．
自
明
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う

　
　
　
に
考
え
ら
れ
て
い
る
客
観
的
違
法
論
の
論
理
構
造
の
問
題
点
を
、
的
確
に
抽
出
・
脈
分
け
し
、
主
観
的
違
法
論
の
「
復
権
」
を
大
胆
に

　
　
　
主
張
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
に
正
面
き
っ
て
主
観
的
違
法
論
の
「
復
権
」
を
主
張
し
た
著
作
は
、
近
年
で
は
希
有
の
も
の
で
あ
る

　
　
　
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
の
問
題
提
起
は
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
ま
た
「
あ
と
が
き
」
の
な
か
で
西
台
は
、
　
「
我
国
の
刑
法
の
論
文
を
見
れ
ば
、
註
に
掲
げ
ら
れ
た
ド
イ
ッ
文
献
の
多
さ
に
、
驚
か
さ

　
　
　
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
・
…
外
国
の
学
者
の
権
威
を
全
面
に
押
し
出
し
て
、
そ
れ
で
自
分
の
論
文
に
箔
を
つ
け
る
の
が
、
我
国

　1
　
　
の
学
界
の
明
治
以
来
の
伝
統
で
あ
る
」
と
し
て
学
界
の
現
状
を
批
判
し
、
大
事
な
こ
と
は
「
と
こ
と
ん
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
」
（
、
）

直
で
あ
る
と
い
う
・
本
書
は
ま
さ
に
・
こ
の
「
と
戸
」
と
ん
自
分
の
頭
で
考
え
L
た
所
肇
あ
る
と
い
え
る
。

藤
　
　
　
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
主
観
的
違
法
論
／
客
観
的
違
法
論
の
対
立
の
問
題
の
根
底
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
は
、
近
代
に
形
成
さ
れ
、

佐
　
　
同
時
に
近
代
を
限
界
づ
け
て
き
た
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
二
項
対
立
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
。
刑
法
の
「
構
成
要
件
ー
違
法
－
責
任
」

　
　
　
と
い
う
構
造
そ
の
も
の
が
、
　
「
客
観
－
客
観
－
主
観
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
こ
の
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
深
く
規
定

　
　
　
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
近
代
合
理
主
義
を
根
底
か
ら
批
判
し
、
　
〈
主
観
／
客
観
〉
問
題
に
も
っ
と
も
有
効
な
解
決
方
法
を
し
め

　
　
　
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
方
法
が
、
刑
法
学
の
解
明
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。

　
　
　
　
本
稿
で
は
、
こ
の
西
台
の
著
作
の
す
べ
て
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
若
干
紹
介
す
る
こ
と
を
つ
う

　
　
　
じ
て
、
現
象
学
的
刑
法
学
の
立
場
か
ら
主
観
的
違
法
論
の
問
題
を
考
察
し
た
い
（
，
）
。
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）
西
台
満
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
、
一
九
九
三
年
二
六
九
－
二
七
〇
頁

（
5
）
わ
が
国
で
現
象
学
的
刑
法
学
の
立
場
に
た
つ
著
作
と
し
て
は
、
白
井
駿
『
犯
罪
の
現
象
学
ー
犯
罪
に
関
す
る
法
哲
学
的
研
究
』
、
一
九
八

　
　
六
年
、
佐
藤
直
樹
『
〈
責
任
〉
の
ゆ
く
え
ー
シ
ス
テ
ム
に
刑
法
は
追
い
つ
く
か
』
、
一
九
九
五
年
、
が
あ
る
。

学
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
〈
主
観
／
客
観
〉
の
分
離
と
主
観
的
違
法
論

酬
磐
　
本
書
は
、
第
編
「
主
観
的
違
法
性
総
論
」
、
第
二
編
「
主
観
的
違
法
性
各
論
」
、
第
三
編
「
主
観
的
違
法
性
論
の
展
開
」
と
い
う
一
＝

曙
部
構
成
か
ら
な
る
。

端
　
ま
ず
第
編
で
は
、
蓉
観
的
違
法
性
論
批
判
－
法
規
範
の
論
理
的
構
造
L
（
竺
章
）
と
し
て
、
「
評
価
規
範
」
と
「
決
定
規

縫
範
」
を
分
離
す
る
メ
ツ
ガ
6
違
法
論
が
、
「
評
価
は
評
価
で
あ
る
」
と
い
う
同
じ
意
味
内
容
を
べ
つ
の
言
、
葉
で
何
度
も
　
ゴ
、
い
警
た

観
　
　
に
す
ぎ
な
い
同
義
反
復
（
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
）
と
な
っ
て
い
て
、
な
に
も
説
明
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
ま
た
第
二
章
以
下
で
は
、

主
　
　
　
「
正
当
防
衛
に
お
け
る
『
不
正
』
の
侵
害
」
（
第
二
章
）
「
緊
急
避
難
－
正
当
防
衛
と
の
対
比
」
（
第
三
章
）
が
あ
つ
か
わ
れ
、
各
々

　
　
　
主
観
的
違
法
論
の
立
場
か
ら
著
者
の
見
解
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　
　
　
さ
ら
に
「
可
罰
的
違
法
性
－
違
法
性
と
構
成
要
件
の
関
係
」
（
第
四
章
）
で
は
違
法
性
と
構
成
要
件
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
、
構
成

　
　
　
要
件
が
違
法
類
型
な
ら
ば
、
そ
こ
に
一
切
の
違
法
要
素
が
含
ま
れ
る
は
ず
で
、
あ
え
て
可
罰
的
違
法
を
語
る
必
要
が
な
い
と
さ
れ
る
。

　
　
　
ま
た
「
共
犯
と
身
分
－
共
犯
論
に
お
け
る
主
観
主
義
の
展
開
」
（
第
五
章
）
で
は
、
主
観
主
義
の
立
場
か
ら
刑
法
六
五
条
に
つ
い
て

　
　
　
論
じ
ら
れ
る
。

る
1
3
@
　
　
つ
ぎ
に
第
二
編
で
は
、
　
「
防
衛
の
意
思
」
（
第
六
章
）
、
　
「
目
的
犯
」
（
第
七
章
）
、
　
「
過
失
犯
」
（
第
八
章
）
、
　
「
不
法
領
得
の
意
思
」
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（
第
九
章
）
に
つ
い
て
、
主
観
主
義
の
立
場
か
ら
著
者
の
考
え
が
展
開
さ
れ
る
。
と
く
に
「
目
的
犯
」
に
お
い
て
著
者
は
、
目
的
が
条

1　
　
　
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
目
的
犯
以
外
に
も
、
目
的
犯
と
考
え
ざ
る
え
な
い
も
の
が
相
当
数
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
　
「
主
観

　
　
　
的
違
法
要
素
を
例
外
と
し
て
し
か
位
置
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
客
観
的
違
法
性
論
で
は
、
も
は
や
不
都
合
」
（
、
）
と
断
定
す
る
。
ま
た

　
　
　
「
傾
向
犯
」
　
「
表
現
犯
」
を
詳
細
に
検
討
す
る
な
か
で
、
主
観
的
要
素
が
客
観
的
違
法
論
が
主
張
す
る
よ
う
な
例
外
的
な
も
の
で
は
な

　
　
　
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
さ
ら
に
第
三
編
で
は
、
　
「
刑
事
訴
訟
と
の
関
連
」
（
第
十
章
）
、
　
「
民
法
に
お
け
る
主
観
的
違
法
性
論
」
（
第
十
一
章
）
と
し
て
、
刑

　
　
　
法
以
外
の
領
域
に
お
け
る
主
観
的
違
法
論
・
主
観
主
義
の
展
開
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
　
「
刑
事
訴
訟
と
の
関
連
」
で
は
、
刑
事
訴
訟
に

　
　
　
お
け
る
主
観
主
義
の
意
義
、
無
罪
の
推
定
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
「
民
法
に
お
け
る
主
観
的
違
法
性
論
」
で
は
、
無
過
失
責
任

　
　
　
論
が
批
判
さ
れ
「
過
失
の
客
観
化
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

　t
　
　
　
本
書
に
お
い
て
西
台
の
立
場
は
き
わ
め
て
一
貫
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
　
「
違
法
性
と
は
人
間
の
意
思
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
外
部
的
事

直
実
の
属
性
で
は
な
く
て
・
あ
く
ま
で
も
人
間
の
意
田
心
の
そ
れ
で
あ
る
・
言
い
蓼
る
と
、
違
法
判
断
の
対
象
と
な
る
の
は
、
是
の
客

藤
観
的
状
態
で
は
な
く
・
そ
う
い
う
状
態
を
惹
起
せ
し
め
た
又
は
せ
し
め
て
い
る
原
因
と
し
て
の
主
観
的
状
態
（
心
理
）
で
あ
る
」
．
、
．
と

佐
　
　
い
う
点
に
集
約
さ
れ
る
・
つ
ま
り
「
構
成
要
件
－
違
法
－
責
任
」
と
い
う
「
古
典
三
分
説
」
の
な
か
で
客
観
的
も
の
と
通
常
考
え
ら
れ

　
　
　
て
い
る
違
法
性
は
、
主
観
と
の
い
わ
ば
〈
関
係
〉
　
（
原
因
－
結
果
の
因
果
関
係
）
に
お
い
て
し
か
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い

　
　
　
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
西
欧
の
近
代
合
理
主
義
は
、
　
〈
主
観
／
客
観
〉
の
分
離
と
二
項
的
対
立
を
前
提
と
す
る
世
界
像
を

　
　
　
創
出
し
、
世
界
に
生
じ
る
事
象
は
い
わ
ば
主
観
と
客
観
の
ど
ち
ら
か
に
配
列
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
フ
ッ
サ
ー
ル
は
い
う
。

　
　
　
「
ガ
リ
レ
イ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
自
体
に
お
い
で
実
在
的
に
完
結
い
た
物
体
界
と
し
て
の
自
然
と
い
う
理
念
が
現
わ
れ
て
く
る
、

　
　
　
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
あ
ま
り
に
早
く
自
明
化
し
た
数
学
化
と
一
体
と
な
っ
て
、
い
っ
さ
い
の
出
来
事
を
一
義

　
　
　
的
に
、
ま
た
前
も
っ
て
決
定
し
て
い
る
そ
れ
自
体
完
結
し
た
自
然
因
果
性
と
い
う
考
え
方
を
、
そ
の
帰
結
と
し
て
生
み
出
す
こ
と
に
な

　
　
　
る
。
明
ら
か
に
そ
れ
と
と
も
に
、
二
元
論
も
ま
た
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ま
も
な
く
デ
カ
ル
ト
の
も
と
で
姿
を
現
し
て
く



　
　
　
る
。
．
．
．
・
つ
ま
り
こ
こ
で
は
世
界
は
、
自
然
と
心
的
世
界
と
い
う
、
い
わ
ば
二
つ
の
世
界
に
分
裂
す
る
の
で
あ
る
」
（
、
）
と
。

　
　
　
　
近
代
に
い
た
っ
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
い
う
「
自
然
」
す
な
わ
ち
客
観
と
、
　
「
心
的
世
界
」
す
な
わ
ち
主
観
と
の
分
裂
が
生
じ
る
。
こ
の

　
　
　
よ
う
な
世
界
像
の
成
立
は
、
対
象
（
自
然
そ
し
て
心
的
世
界
）
を
大
規
模
に
利
用
可
能
な
も
の
に
す
る
と
い
う
近
代
の
科
学
的
世
界
観

　
　
　
の
成
立
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
そ
こ
で
主
観
と
客
観
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
相
互
の
関
係
に
お
け

　
　
　
る
一
体
的
性
格
が
し
だ
い
に
看
過
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
把
握
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
西
台
の
い
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
「
相
互
に
依
存
・
補
完
し

学
あ
う
関
係
に
あ
る
」
．
、
．
の
で
あ
る
。
く
り
か
え
す
な
ら
ば
、
〈
主
観
／
客
観
〉
は
、
そ
の
各
々
を
切
り
離
し
て
独
立
に
考
察
す
る
．
」
と

怯
　
　
が
で
き
な
い
よ
う
な
関
係
に
あ
る
。
た
と
え
ば
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
が
「
通
態
化
」
（
貫
巴
o
o
江
8
）
と
い
う
言
葉
で
あ
き
ら
か
に

　的
　
　
し
て
い
る
よ
う
に
、
主
観
と
客
観
は
あ
た
か
も
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
表
と
裏
の
関
係
の
よ
う
に
、
対
立
的
二
項
目
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に

鮮
一
体
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
…

曙
　
ま
た
西
台
は
、
主
観
主
義
が
行
為
者
の
反
社
会
的
人
格
に
注
目
す
る
が
ゆ
え
に
・
犯
罪
の
概
念
が
あ
い
ま
い
に
な
り
行
為
者
の
畠

繍
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
す
る
竃
主
義
の
⊥
立
場
か
ら
の
批
判
は
、
主
観
主
義
の
真
意
を
理
解
し
て
い
な
い
、
と
主
張
す
る
。
西

縫
ム
．
に
よ
れ
ば
、
結
果
責
任
主
義
の
時
代
は
べ
つ
と
し
て
も
、
近
代
に
お
け
る
責
任
主
義
刑
法
に
お
い
て
は
荊
罰
の
有
無
と
量
は
、
外

躍
部
的
な
行
為
だ
け
で
は
決
ま
ら
な
い
。
必
ず
そ
の
行
為
を
行
っ
た
者
の
主
禦
考
慮
さ
れ
る
。
故
意
も
過
失
も
な
し
に
行
為
し
た
の
で

　
　
　
あ
れ
ば
、
客
観
的
に
ど
れ
程
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
た
行
為
で
あ
っ
て
も
無
罪
と
さ
れ
、
刑
罰
は
科
さ
れ
な
い
」
（
、
）
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
客
観
主
義
の
主
張
が
外
部
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
行
為
者
の
主
観
が
考
慮
さ
れ
る
以
上
、
そ
れ
は
主
観
主
義
の

　
　
　
主
張
と
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
行
為
者
の
主
観
を
も
考
慮
す
る
主
観
主
義
は
「
む
し
ろ
近
代
刑
法
に
不
可
欠
な
根
本
原
理

　
　
　
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
な
ら
ば
客
観
・
主
観
主
義
と
呼
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
、
簡
略
化
の
た
め
あ
る
い
は
客
観
的
主
義
と
の

　
　
　
相
違
強
調
の
た
め
、
単
に
『
主
観
主
義
』
と
称
し
た
こ
と
が
誤
解
の
元
と
な
っ
」
（
，
）
た
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
客
観
主
義
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
も
主
観
主
義
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
も
、
そ
れ
ほ
ど
へ
だ
た
っ
て
は
い
な
い
こ
と

　
1
3
@
　
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
。
し
か
も
「
刑
事
責
任
を
根
拠
づ
け
る
主
観
即
ち
故
意
又
は
過
失
は
、
必
ず
法
定
の
客
観
的
的
事
実
、
即
ち
構五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

3
1
@
　
成
要
件
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
主
観
的
事
実
は
も
ち
ろ
ん
、
客
観
的
事
実
で
あ
っ
て
も
法
定
以
外
の
も
の
は
全
く
そ
れ
に

－
関
す
る
証
明
力
を
有
し
な
い
・
と
解
す
る
の
が
主
観
主
義
で
あ
る
。
こ
う
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
竃
要
件
は
罪
刑
法
定
主

　
　
　
義
の
中
心
概
念
と
な
り
、
国
民
の
自
由
を
保
証
す
る
砦
と
な
る
」
（
、
）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
罪
刑
法
定
主
義
を
あ
や
う
く

　
　
　
す
る
と
い
う
通
常
の
主
観
主
義
へ
の
批
判
に
た
い
し
て
、
む
し
ろ
主
観
主
義
こ
そ
が
罪
刑
法
定
主
義
の
中
心
概
念
と
な
り
う
る
と
い
う
、

　
　
　
注
目
す
べ
き
見
解
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
〔
註
〕

　
　
　
　
　
（
1
）
西
台
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
一
四
九
頁
。

　
　
　
　
　
（
2
）
西
台
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
三
七
頁
。

樹
　
三
E
°
フ
ッ
サ
｜
ル
（
細
谷
恒
夫
訳
）
『
ヨ
｜
。
・
パ
諸
学
の
危
讐
誓
論
的
現
象
学
三
九
七
四
年
会
頁
．
な
お
参
照
、
佐
藤
直
樹

直
　
　
「
責
任
能
力
の
判
断
藁
と
〈
主
観
／
竃
〉
問
題
ー
フ
三
↓
現
象
学
を
手
が
か
り
と
し
て
」
『
横
山
亘
郎
先
生
追
悼
論
文
集
・

藤
　
　
市
民
社
会
と
刑
事
法
の
藷
』
二
九
九
七
年
五
責
以
下
・

佐
（
4
）
西
台
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
二
二
七
頁
。
参
照
、
和
田
仁
孝
『
法
社
会
学
の
解
体
と
再
生
ー
ポ
ス
ト
モ
ダ
ソ
を
超
え
て
』
、
一
九
九

　
　
　
　
　
　
　
六
年
六
四
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
（
5
）
メ
ビ
ゥ
ス
の
輪
は
、
あ
る
一
地
点
を
と
れ
ば
表
／
裏
の
関
係
は
二
項
的
に
対
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
か
を
た
ど
っ
て
ゆ
け
ば
、
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
か
表
／
裏
の
関
係
は
一
体
と
な
る
（
オ
ギ
ュ
ス
タ
ソ
・
ベ
ル
ク
『
日
本
の
風
土
性
』
、
一
九
九
五
年
四
四
頁
）
。
ベ
ル
ク
は
和
辻
哲
郎
に
依
拠

　
　
　
　
　
　
　
し
、
解
釈
学
的
現
象
学
の
立
場
か
ら
風
土
性
の
解
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
参
照
、
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
．
ベ
ル
ク
『
風
土
の
日
本
－
自
然
と

　
　
　
　
　
　
　
文
化
の
通
態
』
、
一
九
八
八
年
、
同
『
日
本
の
風
景
・
西
欧
の
景
観
1
そ
し
て
造
景
の
時
代
』
、
一
九
九
〇
年
。

　
　
　
　
　
（
6
）
西
台
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
二
二
四
頁
。

　
　
　
　
　
（
7
）
西
台
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
二
二
五
頁
。

　
　
　
　
　
（
8
）
西
台
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
二
二
八
頁
。



三
　
現
象
学
的
刑
法
学
と
〈
主
観
／
客
観
〉
問
題

学

　
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
わ
が
国
で
、
　
〈
犯
罪
の
現
象
学
〉
　
（
現
象
学
的
刑
法
学
）
を
提
唱
し
た
白
井
駿
は
、
　
「
構
成
要
件
－
違
法
ヨ

責
任
」
と
い
う
「
古
典
三
分
説
」
に
依
拠
し
た
従
来
の
刑
法
学
の
方
法
を
批
判
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
従
来
の
刑
事
法
学
の
対

象
と
し
て
の
犯
罪
は
、
そ
れ
を
犯
罪
と
し
て
認
識
す
る
主
観
以
前
に
、
あ
る
い
は
主
観
の
外
に
客
観
的
実
在
と
し
て
存
す
る
こ
と
を
自

明
の
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
犯
罪
行
為
は
犯
罪
者
か
ら
切
り
離
し
て
客
観
的
に
認
識
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
さ
れ
た
」
（
、
）
と
。
そ
こ
で
は
犯
罪
は
、
客
観
的
・
対
象
的
な
も
の
と
し
て
「
構
成
要
件
－
違
法
－
責
任
」
の
〈
主
観
／
客
観
〉

法
　
　
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
も
と
に
と
ら
え
ら
れ
る
。

酬
　
だ
が
・
と
白
井
は
い
う
・
「
犯
罪
の
本
質
は
た
ん
な
る
認
識
の
対
象
と
し
て
の
社
会
事
象
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
・
そ
れ
は
特
定

鮮
さ
れ
る
べ
き
社
会
事
象
を
素
材
に
し
て
、
そ
れ
を
犯
罪
と
し
て
観
念
す
る
人
間
の
意
識
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
・
か
く
し

曙
て
、
犯
罪
概
念
は
事
実
へ
の
観
照
と
し
て
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
事
実
そ
の
も
の
を
虚
像
と
し
て
つ
く
り
出
す
人
間
の

齢
実
践
活
動
に
目
窺
す
る
轟
流
と
し
て
把
響
ね
ば
な
ら
な
い
」
．
、
．
と
。

縫
　
犯
罪
と
い
う
客
観
的
な
「
も
の
そ
れ
自
体
」
は
存
在
し
な
い
。
犯
罪
は
人
間
の
「
意
識
流
」
な
い
し
は
憲
識
内
纂
成
物
L
．
、
．
と

観
　
　
な
る
。
し
た
が
っ
て
刑
法
学
に
お
い
て
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
あ
る
特
定
の
犯
罪
と
さ
れ
る
社
会
事
象
を
、
あ
る
特
定

主
　
　
　
の
人
間
の
主
観
が
複
合
し
て
『
犯
罪
』
と
し
て
観
念
す
る
、
そ
の
観
念
の
あ
り
方
」
（
、
）
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
し
か
も
白
井
は
こ
の
「
意
識
」
が
、
　
「
犯
罪
者
と
さ
れ
る
側
の
人
間
の
具
体
的
行
動
に
つ
い
て
の
意
識
と
、
そ
の
具
体
的
行
動
を
素

　
　
　
材
と
し
て
、
犯
罪
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
加
工
を
な
す
国
家
機
関
（
刑
事
司
法
機
関
）
の
意
識
に
分
析
さ
れ
る
」
（
、
）
と
し
、
犯
罪
を

　
　
　
つ
く
り
出
し
て
ゆ
く
過
程
を
「
犯
罪
者
と
さ
れ
る
人
間
と
犯
罪
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
人
間
と
の
形
成
す
る
犯
罪
概
念
形
成
過
程
」
（
、
）
、

　
　
　
す
な
わ
ち
〈
可
罰
化
加
工
過
程
〉
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
　
「
犯
罪
は
、
客
観
的
な
人
間
行
為
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
の
で
は

　
　
　
な
く
、
そ
の
行
為
を
犯
罪
と
し
て
加
工
し
て
ゆ
く
国
家
権
力
を
も
つ
人
間
の
意
識
に
お
い
て
実
在
し
て
い
る
」
三
と
す
る
。

ゆ
1
3
@
　
　
犯
罪
は
「
も
の
そ
れ
自
体
」
と
し
て
客
観
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
　
「
意
識
」
の
な
か
に
の
み
実
在
す
る
。
こ
の
発
想
こ
そ
、七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

2
9
@
　
犯
罪
論
に
お
け
る
「
認
識
論
的
な
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の

1　
　
　
白
井
の
〈
犯
罪
の
現
象
学
〉
の
方
法
は
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
方
法
に
定
礎
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
近
代
の
〈
主
観
／
客
観
〉
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
け
る
最
大
の
謎
は
、
認
識
す
る
主
観
が
、
対
象
と
し
て
の

　
　
　
客
観
を
「
正
し
く
」
把
握
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
主
観
が
主
観
の
「
外
」
に
出
れ
な
い
以
上
、

　
　
　
客
観
に
正
し
く
「
的
中
」
す
る
こ
と
は
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
〔
、
）
。
つ
ま
り
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
問
題
の

　
　
　
た
て
か
た
を
す
る
限
り
、
こ
の
問
題
は
解
決
困
難
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
こ
こ
で
フ
ッ
サ
ー
ル
が
と
っ
た
方
法
は
、
こ
の
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
世
界
像
を
い
っ
た
ん
カ
ッ
コ
に
入
れ
る
と
い
う
、
　
〈
超
越

　
　
　
論
的
主
観
〉
へ
の
還
元
、
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
わ
れ
わ
れ
が
素
朴
な
「
自
然
的
態
度
」
（
、
）
で

　
　
　
も
の
を
見
る
ば
あ
い
に
は
、
客
観
的
な
世
界
（
客
観
）
は
「
私
」
（
主
観
）
の
外
に
存
在
し
、
　
「
私
」
を
ふ
く
め
て
人
間
は
こ
の
客
観

　1
　
　
的
世
界
の
一
部
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
か
か
る
世
界
像
を
「
客
観
主
義
」
（
○
宮
Φ
汁
江
く
」
°
・
日
自
゜
・
）
（
．
）

直　
　
　
の
世
界
像
で
あ
る
と
い
う
。

藤
　
そ
し
て
か
か
る
世
界
像
に
「
判
断
停
止
」
三
ポ
ヶ
－
）
を
ほ
ど
こ
し
ニ
ア
カ
ル
ト
に
な
ら
っ
て
す
べ
て
疑
い
う
る
も
の
は
疑
っ
て

佐
　
　
み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
「
客
観
が
ま
ず
存
在
す
る
」
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
「
自
然
的
な
態
度
」
が
カ
ッ
コ
に
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
「
判

　
　
　
断
停
止
」
と
い
う
現
象
学
的
還
元
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
デ
カ
ル
ト
が
「
方
法
的
懐
疑
」
に
よ
っ
て
た
ど
り
つ
い
た
よ
う
に

　
　
　
「
コ
ギ
ト
ー
1
我
」
の
み
が
、
最
終
的
に
疑
い
え
な
い
も
の
と
し
て
取
り
出
さ
れ
る
（
方
法
的
独
我
論
）
。
こ
れ
が
〈
超
越
論
的
主
観
〉

　
　
　
な
い
し
は
「
純
粋
意
識
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
か
く
し
て
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
近
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
　
〈
超
越
論
的
主
観
〉
に
お
け
る
意
識
の
構
成
に
還
元
さ
れ
る
。
つ
ま

　
　
　
り
「
花
が
赤
い
」
（
客
観
的
存
在
）
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
疑
い
う
る
が
、
　
「
花
が
赤
い
と
感
じ
た
」
（
意
識
流
）
と
い

　
　
　
う
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
つ
ま
り
「
可
疑
性
」
が
排
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
そ
の
際
に
重
要
に
な
る
の
が
、
知
覚
直
観
／
本
質
直
観
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
ま
ず
知
覚
が
疑
い
え
な
い
と

　
　
　
い
う
源
泉
を
あ
た
え
る
と
い
う
意
味
で
、
　
「
原
的
」
な
も
の
で
あ
る
さ
れ
る
。
さ
ら
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
こ
れ
と
同
様
に
三
角
形
の
概



学

念
な
ど
（
犯
罪
と
い
う
概
念
も
そ
う
で
あ
る
が
）
虚
構
的
存
在
も
ま
た
、
本
質
直
観
と
い
う
方
法
を
つ
う
じ
て
疑
い
え
な
い
も
の
と
な

り
う
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
　
〈
超
越
論
的
主
観
〉
の
意
識
の
構
成
に
お
い
て
は
、
実
在
物
も
虚
構
的
存
在
も
同
様
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
（
H
）
。

　
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
い
て
は
、
　
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
　
〈
超
越
論
的
主
観
〉
の
意
識
の
構
成
に
還
元
さ
れ

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
主
観
と
客
観
と
い
う
二
項
は
、
同
じ
権
利
を
も
っ
て
存
在
す
る
対
称
的
な
も
の
で
は
な
く
、
非
対
称
的
な
関
係

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
〈
主
観
〉
と
〈
客
観
〉
と
い
う
二
項
は
、
ニ
ワ
ト
リ
と
タ
マ
ゴ
の
よ
う
な
等
価
的
1
1
対
称
的
関
係
を
な
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
非
連
続
的
1
1
非
対
称
な
関
係
で
あ
り
、
か
つ
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
不
可
逆
的
な
（
つ
ま
り
〈
主
観
〉
↓

法
　
　
〈
客
観
〉
と
い
う
一
方
通
行
的
な
）
関
係
と
し
て
存
在
す
る
」
（
旦
の
で
あ
る
。

　醐
　
　
　
現
象
学
的
刑
法
学
に
お
い
て
は
、
犯
罪
は
白
井
の
い
う
よ
う
に
、
　
「
犯
罪
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
人
間
」
（
主
観
）
と
「
犯
罪
者
と

鮮
さ
れ
る
人
間
」
（
主
観
／
客
観
）
と
の
間
の
〈
可
罰
化
加
工
過
程
〉
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
・
白
井
は
・
こ
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ

曙
れ
る
犯
罪
は
「
そ
の
行
為
を
犯
罪
と
し
て
加
工
し
て
い
く
国
家
権
力
を
も
つ
人
間
の
意
識
に
お
い
て
実
在
」
…
す
る
と
い
う
・
こ
の
場

端
所
．
、
そ
が
〈
超
越
論
的
主
観
〉
の
場
所
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
も
こ
の
主
観
（
〈
超
越
論
的
主
観
〉
）
が
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
事
象
が

縫
構
成
さ
れ
る
場
所
と
な
る
か
ら
、
主
観
と
客
観
と
の
関
係
は
5
1
対
称
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

躍

　
　
　
　
　
〔
註
〕

　
　
　
　
　
（
1
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
一
四
四
頁
。

　
　
　
　
　
（
2
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
一
五
九
頁
。

　
　
　
　
　
（
3
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
一
〇
八
頁
。

　
　
　
　
　
（
4
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
一
〇
八
頁
。

　
　
　
　
　
（
5
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
二
八
頁
。

　
1
2
@
　
　
　
（
6
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
二
二
八
頁
。

九



一
〇

2
7
@
　
　
　
（
7
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
二
二
八
頁
。

1
　
　
　
　
　
（
8
）
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル
（
立
松
弘
孝
訳
）
『
現
象
学
の
理
念
』
、
一
九
九
三
年
三
四
－
三
五
頁
。

　
　
　
　
　
（
9
）
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル
（
渡
辺
二
郎
訳
）
　
『
イ
デ
ー
ソ
ー
ー
1
』
、
一
九
八
五
年
一
二
五
頁
。

　
　
　
　
　
（
1
0
）
フ
ッ
サ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
…
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』
九
七
頁
以
下
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
こ
の
「
客
観
主
義
」
に
た
い
し
て
、
　
「
超

　
　
　
　
　
　
　
越
論
主
義
」
（
］
⊃
「
①
】
］
o
Q
N
Φ
O
ユ
O
］
口
［
①
冒
ψ
力
「
口
已
［
ω
）
を
対
置
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
刑
法
で
い
う
主
観
主
義
も
客
観
主
義
も
、
こ
こ
で
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
「
客
観
主
義
」
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
（
H
）
フ
ッ
サ
ー
ル
『
イ
デ
ー
ソ
ー
1
1
』
六
〇
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
（
1
2
）
竹
田
青
嗣
『
現
象
学
入
門
』
、
一
九
八
九
年
一
八
一
頁
。
参
照
、
竹
田
青
嗣
『
は
じ
め
て
の
現
象
学
』
、
一
九
九
三
年
、
同
『
意
味
と
エ
ロ
ス
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年
。

樹
　
（
3
1
）
鼻
『
犯
罪
の
現
象
学
』
三
八
頁
・
注
意
し
て
お
き
た
い
が
・
「
超
越
論
領
野
自
体
は
私
で
も
他
者
で
も
総
し
・
さ
ら
に
は
世
界
そ
の

直
　
　
も
の
で
も
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
・
私
や
他
者
た
ち
や
・
総
じ
て
世
界
の
す
べ
て
は
こ
の
誓
論
的
領
野
に
だ
で
存
在
す
る
も
の
だ
か
ら

藤
　
　
で
あ
る
・
：
：
す
な
わ
ち
超
越
論
的
領
野
は
私
の
意
識
の
領
分
の
こ
と
で
は
な
い
」
（
斉
竃
典
「
他
老
の
現
象
学
の
展
開
」
新
田
義

佐
弘
他
編
『
現
代
思
想
6
現
象
学
運
動
』
・
一
九
九
三
年
一
五
二
頁
）
か
ら
、
〈
超
越
論
的
主
観
〉
と
は
具
体
的
な
「
私
の
意
識
の
領
分
」

　
　
　
　
　
　
　
の
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
超
越
論
的
」
な
領
域
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
立
場
か
ら
は
、
白

　
　
　
　
　
　
　
井
の
こ
の
議
論
に
は
若
干
の
修
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
参
照
、
松
尾
正
『
沈
黙
と
自
閉
－
分
裂
病
者
の
現
象
学
的
治
療
論
』
、
一
九
七
八

　
　
　
　
　
　
　
年
、
佐
藤
『
〈
責
任
〉
の
ゆ
く
え
』
二
ニ
ー
五
一
頁
。

四
　
〈
可
罰
化
加
工
過
程
〉
と
主
観
的
違
法
論

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
現
象
学
的
方
法
を
ド
イ
ッ
に
お
い
て
最
初
に
刑
法
学
に
導
入
し
た
の
は
、
一
九
三

〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
キ
ー
ル
学
派
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
新
カ
ソ
ト
派
の
価
値
論
に
た
い
し
て
「
事
物
そ
の
も
の
へ
」
（
N
C
切
鎗
6
討
。
5



　
　
　
切
o
ま
m
吟
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
存
在
論
的
方
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
っ
た
（
、
）
。

　
　
　
　
そ
の
な
か
で
も
ケ
ソ
ペ
ル
マ
ソ
は
、
犯
罪
概
念
の
把
握
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
い
う
本
質
直
観
を
つ
う
じ
て
な
さ
れ

　
　
　
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
世
界
を
素
朴
に
、
世
界
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
現
存
在
と
し
て
受
け
取
る
自
然
主
義
的

　
　
　
立
場
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
現
象
学
的
判
断
停
止
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
三
。

　
　
　
　
ダ
ー
ム
は
、
こ
の
本
質
直
観
を
基
礎
と
し
て
、
存
在
を
外
部
か
ら
価
値
づ
け
る
新
カ
ソ
ト
派
の
方
法
に
た
い
し
て
、
事
物
そ
の
も
の

　
　
　
の
な
か
に
価
値
や
法
が
存
在
す
る
と
い
う
、
法
‖
生
活
一
元
論
を
主
張
し
た
。
こ
の
観
点
か
ら
、
構
成
要
件
を
純
客
観
的
に
把
握
す
る

　
　
　
方
法
を
「
き
。
。
」
o
ず
の
思
想
」
と
呼
ん
で
、
こ
の
見
解
の
も
と
で
は
、
戦
争
中
の
兵
士
の
行
為
が
目
゜
。
」
合
に
は
身
体
傷
害
や
器
物
損

学
法
　
　
壊
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
と
批
判
す
る
（
3
）
。

刑
的
　
　
　
ま
た
主
観
的
違
法
論
の
立
場
か
ら
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ソ
は
、
違
法
と
責
任
と
の
区
別
は
自
由
主
義
国
家
の
「
分
別
的
思
想
」
で
あ
る
と

鮮
し
て
「
全
体
的
考
窒
を
主
張
し
姦
的
違
法
論
を
批
判
す
る
。
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ソ
ぱ
「
評
価
規
範
」
と
し
て
の
法
と
「
決
定
規

曙
範
」
と
し
て
の
法
を
厳
格
に
区
別
す
る
メ
ツ
ガ
尭
の
客
観
的
違
法
論
が
誤
っ
て
い
る
理
由
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
す
る
…
。

齢
　
す
な
わ
ち
竺
に
雷
に
よ
三
撃
や
犬
薩
ま
れ
る
．
」
と
や
地
震
な
ど
は
、
個
々
人
ま
た
は
公
衆
に
と
っ
て
侵
害
と
は
な
り
う

違
　
　
る
が
違
法
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
違
法
判
断
は
人
間
の
み
に
関
係
す
る
の
で
あ
っ
て
、
自
然
現
象
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で

的
観
　
　
あ
る
。
つ
ま
り
、
行
為
概
念
は
行
為
者
意
思
と
の
関
連
で
あ
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

主

　
第
二
に
、
客
観
的
違
法
論
は
、
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
そ
の
見
か
け
上
の
正
さ
を
評
価
規
範
概
念
の
多
様
性
に
負
っ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
「
評
価
規
範
」
は
、
人
間
の
行
為
に
た
い
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
　
「
か
く
あ
る
べ
し
」
（
ω
O
一
5
1
ω
O
一
一
Φ
昌
）
で

は
な
く
、
　
「
か
く
行
為
す
べ
し
」
（
出
ふ
5
色
o
一
〒
ω
o
庁
口
）
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
は
す
で
に
当
為
が
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
た
ん
な
る
「
評
価
規
範
」
と
は
い
え
ず
、
す
で
に
「
命
令
規
範
」
（
決
定
規
範
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
客
観
的
違
法
論
は
、
ナ
チ
ス
刑
法
の
原
則
で
あ
る
「
意
思
刑
法
」
に
反
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
原
則
に
お
い
て
違
法
判

断
は
、
主
観
的
な
要
素
を
ひ
っ
く
る
め
た
行
為
全
体
を
問
題
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
1
2
@
　
　
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ソ
は
こ
こ
か
ら
、
違
法
と
責
任
を
実
質
的
に
統
一
し
よ
う
と
し
、
違
法
と
責
任
の
区
別
は
消
滅
す
べ
き
で
あ
る
と
い

一
一



一
二
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う
。
第
三
番
目
の
論
点
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
第
一
、
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
は
十
分
首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
西
台
は
本
書
の

ー　
　
　
な
か
で
、
メ
ツ
ガ
ー
の
議
論
が
「
同
義
反
復
」
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
同
様
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
の

　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
キ
ー
ル
学
派
は
以
上
の
よ
う
に
、
現
象
学
の
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
〈
主
観
／
客
観
〉
の
統
一
的
把
握
（
全
体
的
考
察
）

　
　
　
を
は
か
ろ
う
し
、
違
法
論
に
お
い
て
は
違
法
（
客
観
）
と
責
任
（
主
観
）
と
の
区
別
の
消
滅
を
主
張
し
た
。

　
　
　
　
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
じ
つ
は
キ
ー
ル
学
派
が
自
称
し
て
い
る
現
象
学
の
方
法
に
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
方
法
が
十
分

　
　
　
に
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
キ
ー
ル
学
派
の
本
質
直
観
と
い
う
方
法
や
存
在
論
的
傾
向
な
ど
、
外
見
上
の
フ
ッ
サ
ー

　
　
　
ル
現
象
学
と
の
類
似
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
は
、
前
章
で
の
べ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
の
〈
超
越
論
的
主
観
〉
へ
の
還
元
と
い
う
方
法
、

　
　
　
す
な
わ
ち
現
象
学
的
刑
法
学
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
白
井
の
い
う
〈
可
罰
化
加
工
過
程
〉
の
視
点
が
ま
っ
た
く
ぬ
け
お
ち
て
い
る
の
で

樹
　
　
　
あ
る
。

直
　
本
書
に
お
い
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
の
は
・
要
。
自
身
が
「
主
観
」
と
い
う
言
葉
を
二
重
の
意
味
で
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
・

藤
す
な
わ
ち
・
西
台
は
芳
に
お
い
て
・
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
・
違
法
は
客
観
的
に
責
任
は
主
観
的
に
と
い
う
よ
う
な
、
犯

佐
　
　
罪
論
体
系
に
お
け
る
「
主
観
」
と
い
う
意
味
で
こ
の
言
葉
を
つ
か
っ
て
い
る
。
　
「
主
観
主
義
」
や
「
主
観
的
違
法
性
」
と
い
う
と
き
の

　
　
　
言
葉
の
つ
か
い
か
た
も
お
な
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
対
象
と
し
て
の
「
主
観
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
と
こ
ろ
が
他
方
、
　
「
刑
事
訴
訟
と
の
関
連
」
（
第
十
章
）
で
は
「
主
観
主
義
に
お
い
て
は
、
構
成
要
件
該
当
性
は
、
有
罪
で
あ
る
と

　
　
　
の
検
察
官
の
主
観
的
確
信
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
公
訴
を
提
起
さ
れ
な
い
限
り
犯
罪
の
成
立
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
構
成

　
　
　
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
は
犯
罪
成
立
要
件
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
段
階
の
違
法
性
も
ま
た
、
裁
判
官
の
公
平
な
と
い
う
意
味
で
客
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
的
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
や
は
り
主
観
的
な
確
信
で
あ
る
」
（
，
）
（
傍
点
引
用
者
）
と
、
前
と
は
異
な
っ
た
意
味
で

　
　
　
「
主
観
」
や
「
主
観
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
つ
か
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
犯
罪
と
判
断
さ
れ
る
対
象
の
「
主
観
」
で
は
な
く
、
犯
罪
を
判

　
　
　
断
す
る
側
（
検
察
官
や
裁
判
官
）
の
「
主
観
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
対
象
と
し
て
の
「
主
観
」
と
は
、
微
妙
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
し
か
し
決
定
的
に
ち
が
う
「
主
観
」
で
あ
る
。



学

　
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
つ
か
わ
れ
て
い
る
「
主
観
」
と
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
い
う
〈
超
越
論
的
主
観
〉
の
問
題
で
あ
り
、
白

井
の
い
う
〈
可
罰
化
加
工
過
程
〉
に
お
け
る
「
犯
罪
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
加
工
を
な
す
国
家
機
関
（
刑
事
司
法
過
程
）
の
意
識
」

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
構
成
要
件
や
違
法
性
と
は
、
検
察
官
や
裁
判
官
の
構
成
要
件
該
当
や
違
法
で
あ
る
と
の
「
主
観
」

的
確
信
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
主
観
的
違
法
性
と
い
う
概
念
も
ま
た
、
同
様
の
解
釈
が
可
能
な
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
こ
の
「
主
観
」
と
は
、
　
〈
主
観
／
客
観
〉
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
い
て
対
称
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
主
観
で
は

な
く
、
　
〈
超
越
論
的
主
観
〉
に
還
元
さ
れ
た
の
ち
の
、
非
対
称
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
主
観
で
あ
る
。

　
白
井
は
違
法
性
の
本
質
に
つ
い
て
、
違
法
概
念
が
主
観
化
さ
れ
た
こ
と
は
正
し
い
方
向
へ
の
発
展
が
あ
る
と
し
な
が
ら
ま
だ
不
十
分

怯
　
　
で
あ
り
、
　
「
違
法
概
念
も
ま
た
、
あ
る
特
定
、
具
体
的
行
為
を
素
材
と
し
て
形
成
さ
れ
る
違
法
行
為
の
存
在
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
実

酬
在
化
す
る
概
念
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
そ
し
て
・
違
法
概
念
の
基
盤
に
は
・
い
わ
ゆ
る
違
法
行
為
と
右
の
違
法
化
行
為

鮮
の
行
為
複
合
が
存
す
る
の
で
あ
る
三
と
指
摘
す
る
・
こ
こ
で
い
う
蓬
法
化
行
為
」
こ
そ
・
検
察
官
や
裁
判
官
の
「
主
観
」
的
警

槻
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

齢
　
違
法
性
と
は
通
常
、
対
象
と
な
っ
た
犯
罪
現
象
に
付
着
し
た
属
性
の
こ
と
で
あ
り
、
客
観
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

縫
現
象
学
的
犯
罪
学
の
立
場
か
ら
は
、
違
法
性
は
〈
可
罰
化
加
工
過
程
〉
に
お
い
て
、
「
犯
罪
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
加
工
を
な
す
国

観
　
　
家
機
関
（
刑
事
司
法
過
程
）
の
意
識
」
の
な
か
で
の
み
実
在
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
き
わ
め
て
「
主
観
」
的
な
も

主
　
　
　
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
　
〈
主
観
／
客
観
〉
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
い
っ
さ
い
が
、
　
〈
超
越
論
的
主
観
〉
の
意
識
の
構
成
に
還
元
さ

　
　
　
れ
る
と
い
う
現
象
学
の
方
法
（
方
法
的
独
我
論
）
か
ら
の
、
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
〔
註
〕

　
　
　
　
（
1
）
詳
し
く
は
、
内
藤
謙
「
目
的
的
行
為
論
の
法
思
想
史
的
考
察
ω
」
　
『
刑
法
雑
誌
』
九
巻
一
号
、
一
九
六
九
年
一
頁
以
下
、
佐
藤
直
樹
「
刑
法

　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
主
観
と
客
観
の
『
あ
い
だ
』
ー
キ
ー
ル
学
派
の
刑
法
学
の
批
判
的
検
討
を
契
機
と
し
て
」
『
井
上
祐
司
先
生
退
官
記
念
論
集
・

る
1
2
@
　
　
　
　
　
現
代
に
お
け
る
刑
事
法
学
の
課
題
』
、
一
九
八
九
年
五
七
頁
以
下
、
同
『
共
同
幻
想
と
し
て
の
刑
法
』
、
一
九
八
九
年
二
二
〇
頁
以
下
、
を
参

一
三



一
四

2
3
@
　
　
　
　
　
照
せ
よ
。

1
　
　
　
　
　
（
2
）
国
゜
民
㊦
日
需
『
日
N
5
P
O
」
o
団
済
Φ
コ
邑
巳
゜
。
江
Φ
ω
＜
o
じ
『
Φ
6
ゲ
o
ロ
ニ
づ
△
切
①
ぎ
Φ
『
国
Φ
日
o
艮
ρ
」
O
ω
合
ω
・
N
ω
－
N
。
。
・

　
　
　
　
　
（
3
）
Ω
゜
O
筈
日
、
＜
2
甘
8
冨
コ
己
昌
△
↓
巴
甘
ψ
。
｛
§
臼
日
‥
○
巨
コ
貸
①
σ
Q
窪
ユ
雲
9
已
巴
力
8
ず
房
怠
⑩
。
・
2
。
・
合
聾
w
戸
Φ
ω
9
ω
・
窪
｛
｛
・

　
　
　
　
　
（
4
）
司
゜
ω
合
§
巨
p
男
8
宮
゜
・
き
登
σ
・
蚕
；
邑
ω
。
巨
三
日
ぎ
嘗
自
創
。
°
・
9
5
・
ω
時
良
・
6
ゴ
↓
…
胃
。
日
㌘
N
・
・
薯
・
ロ
ユ
・
⑰
や
三
・
、
ω
ざ

　
　
　
　
　
　
　
ω
◆
　
ω
」
N
l
ω
」
ω
゜

　
　
　
　
　
（
5
）
西
台
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
二
四
三
頁
。
こ
の
部
分
以
外
に
も
、
同
様
の
「
主
観
」
の
つ
か
い
か
た
が
、
　
「
民
法
に
お
け
る
主
観
的
違

　
　
　
　
　
　
　
法
性
論
」
（
二
四
七
頁
以
下
）
　
「
防
衛
の
意
思
」
（
一
一
六
頁
以
下
）
で
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
本
書
に
お
い
て
「
主
観
」
と
い
う
概
念
の
二

　
　
　
　
　
　
　
重
性
の
問
題
が
登
場
し
た
の
は
、
主
観
的
違
法
性
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
西
台
が
実
体
法
（
刑
法
）
と
手
続
法
（
刑
事
訴
訟
法
）
の
両
者
を

　
　
　
　
　
　
　
有
機
的
・
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
必
然
的
な
結
果
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

樹
　
　
　
　
　
（
6
）
白
井
『
犯
罪
の
現
象
学
』
一
七
四
頁
。

直

藤
　
　
　
　
五
む
す
び
に
か
え
て

佐
　
　
　
　
以
上
、
西
台
の
『
主
観
的
違
法
性
の
理
論
』
の
内
容
を
若
干
紹
介
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
現
象
学
的
刑
法
学
の
立
場
か
ら
主
観
的

　
　
　
違
法
論
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
書
で
西
台
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
違
法
性
と
は
人
間
の
意
思
と
切
り
離
さ
れ
た
事
実
の
属
性
で
は

　
　
　
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
で
客
観
的
違
法
論
は
、
近
代
に
形
成
さ
れ
、
同
時
に
近
代
を
限
界
づ
け
て
き
た
〈
主
観
／
客
観
〉
と

　
　
　
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
、
よ
り
深
く
規
定
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
西
台
の
い
う
よ
う
に
、
主
観
的
違
法
論
は
再
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ

　
　
　
る
（
－
）
。

　
　
　
　
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
は
、
近
代
の
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
「
客
観
主
義
」
と
し
て
批
判
し
、
　
〈
超
越
論
的
主
観
〉

　
　
　
へ
の
還
元
（
現
象
学
的
還
元
）
と
い
う
方
法
で
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
難
点
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
主
観
と
客
観
の
関

　
　
　
係
は
対
称
的
な
も
の
で
は
な
く
、
非
対
称
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。



学

　
現
象
学
的
刑
法
学
は
こ
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
依
拠
し
て
、
犯
罪
現
象
の
解
明
に
〈
可
罰
化
加
工
過
程
〉
論
と
い
う
方
法
を
も
た

ら
し
た
。
そ
れ
は
、
刑
法
学
に
お
け
る
「
認
識
論
的
な
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
西
台
の
本
書
で
は
、
　
「
主
観
」
と
い
う
言
葉
の
つ
か
い
か
た
に
お
い
て
、
章
が
後
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
　
（
あ
る
い
は
著
者
が
気

づ
い
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
）
微
妙
な
重
点
移
動
が
お
こ
な
わ
れ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
い
う
〈
超
越
論
的
主
観
〉
へ
の
接
近
が
は

か
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
西
台
の
ま
な
ざ
し
は
、
刑
法
の
主
観
的
違
法
論
／
客
観
的
違
法
論
の
対
抗
の
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
フ
ッ

サ
ー
ル
の
い
う
「
客
観
主
義
」
の
枠
組
み
を
こ
え
て
、
　
〈
主
観
／
客
観
〉
と
い
う
二
項
対
立
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
組
み
換
え
に
向
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

法
　
　
　
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
主
観
的
違
法
論
の
「
復
権
し
を
大
胆
に
主
張
し
た
点
で
も
重
要
だ
が
、
現
象
学
的
刑
法
学
の
立
場
か
ら
い
っ

刑
的
　
　
て
も
き
わ
め
て
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
す
べ
て
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
の
問
題

鮮
に
つ
い
て
も
機
会
が
あ
れ
纂
討
を
約
し
た
い
・

曙
繍
　
〔
註
〕

縫
　
（
－
）
観
占
〔
は
要
・
と
は
異
な
る
が
、
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
讐
溢
弘
「
主
観
的
違
法
論
の
変
遷
」
『
九
大
法
学
』
三
三
景
元
七
六
年

観
　
　
　
　
　
　
六
三
頁
以
下
は
、
フ
ェ
ル
ネ
ッ
ク
な
ど
の
「
過
去
の
理
論
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
主
観
的
違
法
論
」
（
九
〇
頁
）
の
再
評
価
を
提
唱
し

主
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。

2
2

1

一
五


